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1) Hoffmann, Ernst Theodor Amadeus: Der goldne Topf. Ein Märchen aus der neuen Zeit. In: 
Hoffmann, Ernst Theodor Amadeus: Fantsie- und Nachtstücke. Unter Hinzuziehung der Ausgaben 
v. Carl Georg von Maassen und Georg Ellinger, herausgegeben und mit einem Nachwort versehen v. 
Walter Müller-Seidel, mit Anmerkungen von Wolfgang Kron und den Illustration von Theodor 
Hosemann zur ersten Gesamtausgabe von 1844/45. München 1976, S. 179-255.  
Der goldne Topf からの引用はすべて同書（FN）により，本文中にそのページを記した。 
2) 20 世紀初頭に出版されたホフマンの音楽小説・音楽論文集には『黄金の壺』は収録されて
いない（Hoffmann, E. T. A.: Musikalische Novellen und Aufsätze. Hg. v. Paul Stefan. Leipzig o. 
J.）。1960 年にもホフマンの音楽小説・音楽論集（音楽小説以外に，音楽の話題に触れた手
紙や日記が収録された）が出版されたが，ここにも『黄金の壺』は収録されていない
（ Hoffmann, E. T. A.: Musikalische Novellen und Schriften, nebst Briefen und Tagebuch-
aufzeichnungen. Ausgewählt, eingeleitet u. mit Anmerkungen versehen v. Richard Münnich. Weimar 
1960）。 
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彼がこの楽曲の持つ緊張状態について特に評価したのは，1 楽章の冒頭と 4 楽章の結尾部で
ある。 
                                                  
3) 『騎士グルック』や『クライスレリアーナ』の主人公などは，その傾向が顕著である。 
4) Hoffmann, Ernst Theodor Amadeus: Ludwig van Beethoven, 5. Sinfonie. In: Allgemeine Musika-
lische Zeitung, Jg. XII, No. 40 und 41 vom 4. und 11. Juli 1810, Sp. 630-642 und 652-659. Zit. 
nach: Schriften zur Musik, Nachlese. Hg. v. Schnapp, Friedrich. München 1963, S. 34-51. 
Beethoven, 5. Sinfonie からの引用はすべて同書（SzM）により，本文中にそのページを記
した。 
5) フリードリヒ・ロホリッツとゴットフリート・クリストフ・ヘルテルによって，楽譜出
版社ブライトコプフ・ウント・ヘルテル社から 1798 年に創刊された音楽情報紙。毎週 8
ページが発行されていた。内容は当時の最新の音楽批評，演奏会批評，新譜情報など。
ドイツ各地の音楽愛好家のあいだで広く読まれ，その影響力は大きかった。 
6) フォーブス，エリオット編『ベートーヴェンの交響曲第 5 番ハ短調』福田達夫，福田房
子訳，東海大学出版会，1981 年，163 ページのほか，『ニューグローヴ世界音楽大事典』
第 17 巻，講談社，1994 年，90 ページ「ホフマン，E. T. A.」。前掲書第 20 巻，1995 年，
435-436 ページ「ロマン派」も参照。 
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有名な冒頭部分は強く印象に残ったようで，21 小節目のフェルマータまでの総譜を掲載
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7) なお現在，音楽史や音楽学において使われる「ロマン派」を指すドイツ語の Romantik
は，ホフマンが交響曲第五番批評のなかで多用したことにより，広く通用する語となっ
た（『ニューグローヴ世界音楽大事典』第 20 巻，1995 年，435 ページ「ロマン派」）。 
8) 『黄金の壺』の時間的構造については，Paul-Wolfgang Wührl, E. T. A. Hoffmann Der goldne 
Topf, Stuttgart 2004 の 63～71 ページに詳しい。 
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9) ホフマンが『黄金の壺』を執筆したのと同じ 1813～1814 年と推定されている。Paul-
Wolfgang Wührl, E. T. A. Hoffmann Der goldne Topf, Stuttgart 2004 S. 58. 
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4. 1. アンゼルムス 
 主人公であるアンゼルムスには，当然ながら最も「待つ」場面が多い。 
 物語開始前のアンゼルムスは，昇天祭の日が来るのを「待って」いた。彼にとってこの日









と指摘した（リュディガー・ザフランスキー『E. T. A. ホフマン ある懐疑的な夢想家の
生涯』識名章喜訳，法政大学出版局，1994 年，20 ページ）。 
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 第 6 夜話にして，アンゼルムスはようやくリントホルストのもとで働き始める。彼はゼル
ペンティーナとの再会を「待ち」ながら，筆写の仕事に取り組む。彼女と再会できるのは，
アンゼルムスが「修業時代」（FN, 217）を耐え抜いた後のことだとリントホルストは告げる。
実際にそれが叶うのは，第 8 夜話のことである。 
 第 9 夜話では，アンゼルムスが仕事の始まる 12 時がくるのを毎日「待つ」様子が描かれ
る。 
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4. 2. リントホルスト 









 第 2 夜話では，約束の 12 時にアンゼルムスが現れるのを自宅で「待って」いた。しかし
アンゼルムスは魔女の魔法で昏倒させられたため，リントホルストは待ちぼうけをくらう。
その後数日の間，リントホルストはアンゼルムスが来るのを「待つ」のだが，やはり彼は来
なかったことが第 4 夜話で語られる。 








4. 3. ヴェローニカ 
 副学長パウルマンの娘ヴェローニカは，ボーイフレンドであるアンゼルムスとの幸せな
結婚を夢見ている。アンゼルムスが宮中顧問官のような立派な仕事につき，自分にプロポー
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4. 4. アンゲーリケ 
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12) 具体的には，ヴェローニカが儀式を行ったのが秋分の日で，ヘールブラントがプロポー
ズしたのは 2 月 4 日である。アンゼルムスが姿を消したのがいつのことか，作中にははっ
きりと書かれていないものの，ヘールブラントはアンゼルムスがいなくなってから，さら
に 3～4 か月は待ったと思われる。 
13) ザフランスキー，前掲書，279 ページ。 
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ら 200 年がたつが，リントホルストにとっては 200 年など大した時間ではない。「語り手」
の述べるとおりリントホルストという人物が実際に「ドレースデンを歩きまわっている」
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15) 西谷明子「『黄金の壺』はロマンティックか：E. T. A. ホフマンの音楽観」（『ドイツ文学
論集』第 46 号，日本独文学会中国四国支部，2013 年，5-20 ページ所収）参照。 
16) エーミール・シュタイガーは『詩学の根本原理』で，この緊張によって「焔をもえたた
すようなリズム」が生まれると述べた（エーミール・シュタイガー著，高橋英夫訳『詩
学の根本原理』法政大学出版局，1969 年，198-199 ページ）。 
− 28 − − 29 −



























− 30 − − 31 −
- 31 - 
 
【参考文献】 
Hoffmann, Ernst Theodor Amadeus: Fantsie- und Nachtstücke. Unter Hinzuziehung der Ausgaben v. 
Carl Georg von Maassen und Georg Ellinger, herausgegeben und mit einem Nachwort versehen v. 
Walter Müller-Seidel, mit Anmerkungen von Wolfgang Kron und den Illustration von Theodor 
Hosemann zur ersten Gesamtausgabe von 1844/45. München 1976 
Hoffmann, Ernst Theodor Amadeus: Musikalische Novellen und Aufsätze. Hg. v. Paul Stefan. Leipzig 
o. J 
Hoffmann, E. T. A.: Musikalische Novellen und Schriften, nebst Briefen und Tagebuchaufzeichnungen. 
Ausgewählt, eingeleitet u. mit Anmerkungen versehen v. Richard Münnich. Weimar 1960 
Hoffmann, Ernst Theodor Amadeus: Schriften zur Musik, Nachlese. Hg. v. Schnapp, Friedrich. 
München 1963 
 
[Forbes] フォーブス，エリオット編『ベートーヴェンの交響曲第 5 番ハ短調』福田達夫，福
田房子訳，東海大学出版会，1981 年 
[Nishitani] 西谷明子「『黄金の壺』はロマンティックか：E. T. A. ホフマンの音楽観」『ドイ
ツ文学論集』第 46 号，日本独文学会中国四国支部，2013 年，5-20 ページ 
[Safranski] リュディガー・ザフランスキー著『E. T. A. ホフマン ある懐疑的な夢想家の生
涯』識名章喜訳，法政大学出版局，1994 年 
[Sakka] 屬啓成『解説ベートーヴェン全集』第 5 巻，千代田書房，1954 年 
[Sasaki] 佐々木健一『せりふの構造』講談社，1994 年 
[Shibata] 柴田南雄・遠山一行総監修『ニューグローヴ世界音楽大事典』講談社，第 17 巻 1994
年，第 21 巻 1995 年 
[Staiger] エーミール・シュタイガー著『詩学の根本原理』高橋英夫訳，法政大学出版局，1969
年 
Wührl, Paul-Wolfgang, E. T. A. Hoffmann Der goldne Topf, Stuttgart 2004. 
  
− 30 − − 31 −
- 32 - 
 
Warten und Ahnung 





In der Rezension über Beethovens 5. Sinfonie hob E. T. A. Hoffmann lobend die Spannung hervor, 
die die Komposition beim Hörer errege. Der Hörer ahne die kommende Entwicklung voraus, und das 
versetze ihn in eine wartende Haltung. Dieses Warten erzeuge Spannung. Hoffmann machte in seinen 
literarischen Werken ebenfalls von diesem Mittel Gebrauch. 
Der goldne Topf hat eine komplizierte Struktur. Anselmus’ Märchen ist ein Teil des Märchens „Von 
der Vermählung des Salamanders mit der grünen Schlange”, dessen Held Lindhorst ist, und Lindhorsts 
Märchen wiederum ist ein Teil des Atlantis-Mythos, dessen Held Phosphorus ist. Darunter gelangt nur 
Anselmus’ Märchen ans Ende. Außerhalb des Goldnen Topfes breitet sich die unaufgelöste Spannung 
ins Unendliche aus. Auch der Erzähler des Märchens überwindet sein Warten nicht ganz. 
Bei den Spannungszuständen, die im Werk eine Auflösung finden, handelt es sich hauptsächlich um 
alltägliche Dinge. Dagegen bleiben die Wartezustände bei Dingen, die mit Atlantis zusammenhängen, 
oft erhalten. Auch die Bewohner von Atlantis können die Wartehaltung und die daraus resultierende 
Spannung magisch nicht auflösen. 
Wie der Hörer der Musik hat auch der Leser Ahnungen, die die Erwartung und die Spannung 
hervorrufen. Aber die Handlung des Märchens entwickelt sich oft entgegen der/den Erwartung/en des 
Lesers. Hoffmann steuert die Spannungsempfindungen des Lesers bewusst. 
Hoffmann wies in der 5. Sinfonie Beethovens auf die Elemente der „Angst“, der „Sehnsucht“, der 
„Unendllichkeit“ und der „geistigen Reise nach einer anderen Welt” hin. Nach Hoffmanns Meinung 
machte das die Musik „romantisch”. Die vier Elemente beeinflussten auch Hoffmanns literarische 
Werke. Daneben spielt auch der Begriff der „Ahnung” eine wichtige Rolle sowohl in Hoffmanns 
Musikauffassung wie in seiner Dichtung. Er ließ die Personen und den Leser, die eine „Ahnung” haben, 
warten, um so ihre Spannung zu erhöhen. Das machte seine Werke „romantisch”. 
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